
ニューラルネットワークを用いた分類 

特徴２、種類（クラス）３ 

実行結果１ 

超平面での分類を示す 



損失関数 実行結果２ 

分析結果とターゲット(正解）が一致
すると０となる 

シナプス強度を調節して 
損失関数０になるようにする 

学習が進行 

勾配降下法、最急効果法 

←収束の確認は重要 



ニューラルネットワークを実行 

cｌｆ： MLPClassfier（Multi-layer Perceptron Classfiier) 
         多層パーセプトロン分類器  

Hidden_layer_sizes=(100,) 
100ニューロンからなる中
間層が1層 という意味 

学習を継続する最大ステップ数 

この値より3回減らなければ学習終了 

学習開始前のシナプス強度を 
ランダム乱数で定めている 





最小値 
（最適解） 

極小値 
（局所最適解） 

シナプス強度の調節 

損
失
関
数 



特徴４、種類（クラス）３ 



予測がターゲット（正解）と不一致 
実行結果 



10000 → 100000 0.0001 → －１ 

最小値 
（最適解） 

極小値 
（局所最適解） 


